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教科書の工夫と配慮

　令和７年度版「きみが いちばん ひかるとき」は、生徒の主体的・対話的で深い学びが実現す
るよう、また、先生方の日々の授業をサポートすることができるよう、さまざまな工夫や配慮
をしています。

年間の構成
　教材と教材のつながりや、道徳の学びと生活のつながりを意識し、授業で考えたことが生徒
のよりよい生き方に結び付く教科書を目ざしました。

１学期（12時間）２学期（15時間）３学期（８時間）
前期後期

２学期（15時間）
後期

３学期（８時間）
 最終教材
１年間の学びを見渡し、
自分の成長を実感するた
めの振り返りの時間を確
保しています。

 コラム
環境や人権など、持続可能な
開発目標（SDGs）につながります。

 まなびをプラス
考えたことを、活動を通してさらに深める
教材です。年間４か所収録しました。

 チャレンジ 問いを立てよう
自ら立てた「問い」に
取り組むてびきを用意しました。

 チャレンジ 演じて考えよう
体験的な学習で、
実感を伴って考えを深めます。

 ユニット構成
生徒の発達の段階に合わせ、
幾つかの教材を関わらせな
がらテーマに向かって考えら
れるようにしました。

 第１教材
１年間の学びの見通しをも
つためのオリエンテーション
となっています。
（本書P.18-19参照）

その他、付録として小学校の道徳で学ぶ定番教材を掲載しています。

１年 p.172「付録 橋の上のおおかみ」 ２年 p.174「付録 泣いた赤おに」

２年 目次

３年 p.174「付録 手品師」

内容解説資料
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道徳の学びを見通す工夫ー第１教材
　道徳科では何を学ぶのか、どのように学んでいくのか。生徒が主体的に学びに向き合えるよう、
道徳を学ぶ姿勢をつくることのできる第１教材「１ 道徳の学習を始めよう」を目ざしました。

道徳の学び方をおさえる工夫ー道徳で大切にしたいこと
　各学年の第２教材の後ろに、「自分に問う」「友達と問い合う」「生き方を問う」という三つの
観点で、道徳の学び方を示しました。

３年 p.15「道徳で大切にしたいこと」

２年 p.６－７「１　道徳の学習を始めよう」 ２年 p.10－11「１　道徳の学習を始めよう」

２年 p.８－９「１　道徳の学習を始めよう」

３年 p.15「道徳で大切にしたいこと」

どのように道徳を学んでいけばよ
いのかを三つのポイントで示しま
した。

「道徳で学ぶ 22のキーワード」では、よりよい生き方を考えていくためのキー
ワードとして、中学校で学ぶ 22の内容項目を、生徒たちが親しみやすいイ
ラストに言葉を添えて示しました。

「道徳 道案内」では、１年間の学びを見通すことができます。
教材名と共にキーワード（内容項目）を示し、どのような道徳的価値につい
て考えを深めるユニットなのかがひと目でわかるようにしました。

道徳科は、よりよい生き方について、「話し
合って」「読んで」「演じて」「書いて」考え
ていくのだということを、示しました。
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これまでの学びを振り返る工夫ー最終教材
　１年間の学びを振り返ることで、生徒が学んだことの価値を実感することができます。
最終教材「35 一年間の学びを振り返ろう」では、第１教材で初めに立てた目標を思い出し、道
徳の学びが自分にとって、どのような価値があるものだったかを振り返ります。

１年 p.168-169「35　一年間の学びを振り返ろう」

１年 巻末折込

１年間を見渡す工夫ーまなびの記録
　巻末に、日々の学びを記録できる、「まなびの記録」を設けました。１年間の学びを１枚で見
渡すことができ、生徒の振り返りや、先生方の評価に活用することができます。

１年 巻末折込

１年 p.136「28　レオナルドと僕」

教科書を活用するためにー教材の構成
　生徒が自ら、何を学ぶのかを意識し、主体的・対話的に学習に取り組める工夫を散りばめま
した。

 内容項目の表示
Ａ～Ｄの四つの視点と、第１教材の「道徳で学ぶ22のキーワード」と連動した、
本教材で学ぶ「キーワード」（内容項目）を示しています。

Ａの視点

主として自分自身に関すること

Ｂの視点

主として人との関わりに関すること

Ｃの視点
主として集団や社会との関わりに
関すること

Ｄの視点
主として生命や自然、崇高な
ものとの関わりに関すること

 二次元コード
朗読音声や、教材の学習を深める資料をご用意しました。
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１年 p.139「28　レオナルドと僕」１年 p.139「28　レオナルドと僕」１年 p.139「28　レオナルドと僕」

主体的・対話的で深い学びを実現する「てびき」を設けました。

 考えよう（学びのテーマ）
教材を通して何を学ぶのかを意識できるよう、学びのテーマを明示しました。生徒の主体的な意見や、自由な発想を妨げるこ
とのないよう配慮しています。
 発問
二つの問いで構成し、発問の意図を明確にしました。
❶道徳的な問題を明らかにする問い（課題の設定）
❷ 道徳的な価値についての理解や自覚を深める問い（中心となる発問）

さらに、最後にもう一度、「考えよう」に掲げた学びのテーマに戻って、本時のまとめとして活用することもできます。

発問の他にも、教材の内容に応じて、問
いや呼びかけを提示しました。

 見方を変えて
生徒が、多面的・多角的な見方や考え方
ができるよう、上の発問とは切り口を変えた
問いを設定しました。

 つなげよう
他教科や日常生活との関連、他教材との
関連、関連する図書の紹介等を、教材の
内容に合わせて示しました。

他の学習との関わりを示しています（ここでは美術科との関わり）。SDGs

と関連の深い教材には SDGs  を付けています。

「つなげよう」と連動して他の教材や付録
などにつなげられる場合は、 で教材名や
ページを示しています。




